
イ
タ
リ
ア
ン
を
中
心
に
 ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
伝
統
的
な
料
理
を
提
供
す

る
本
格
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
、

昨
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
話
題

の
「
モ
ン
ド
ヴ
ィ
ー
ノ
・
ソ
シ
ア
ル

ク
ラ
ブ
」（
福
山
市
南
手
城
町
２
｜
14

｜
23
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＆
ソ
ム
リ

エ
＝
赤
毛
康
倫
さ
ん
、
電
０
８
４
・

９
８
２
・
７
９
４
５
、
http://m
o

ndovino-socialclub.com
/）

は
、
夏
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
前
菜
と
デ

ザ
ー
ト
各
１
品
の
提
供
を
開
始
し

た
。前

菜
は
「
鮮
魚
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ

ベ
ル
ガ
ッ
モ
ッ
ト
風
味
　
フ
ル
ー

ツ
ト
マ
ト
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
水
牛

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
の
ク
リ
ー

ム
ソ
ー
ス
」
＝
写
真
右
。
鮮
魚
は
瀬

戸
内
産
の
ス
ズ
キ
を
使
用
。
イ
タ
リ

ア
・
カ
ラ
ブ
リ
ア
州
の
高
級
ベ
ル

ガ
モ
ッ
ト
Ｅ
Ｘ
・
Ｖ
・
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
な
ど
で
清
涼
感
と
深
い
風

味
が
味
わ
え
る
と
い
う
。

デ
ザ
ー
ト
は
「
マ
ン
ゴ
ー
の
ム
ー

ス
　
ミ
ン
ト
と
八
角
の
ゼ
リ
ー
、
タ

ピ
オ
カ
の
ミ
ル
ク
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー

ル
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
添
え
」
＝
同

左
。
マ
ン
ゴ
ー
の
濃
厚
な
味
に
、
爽

や
か
な
味
が
特
徴
の
ベ
ル
ギ
ー
産

ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ル
で
作
っ
た
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
が
加
わ
り
、「
南

国
の
夜
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
ー

ト
が
で
き
あ
が
っ
た
と
い
う
。

二
品
と
も
ラ
ン
チ
・
デ
ィ
ナ
ー

コ
ー
ス
で
提
供
す
る
。

手
掛
け
た
の
は
イ
タ
リ
ア
・
フ

ィ
レ
ン
チ
ェ
や
東
京
の
名
店
で
修

業
し
た
高
原
賢
司
シ
ェ
フ
で
、
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
と
東
京
で
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営

と
ソ
ム
リ
エ
の
修
業
を
積
ん
だ
赤

毛
さ
ん
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
文
化

を
日
本
人
の
フ
ィ
ル
—
タ
ー
に
か

け
、
よ
り
日
本
の
食
材
と
気
候
風
土

に
合
っ
た
料
理
と
飲
み
物
を
」
と
い

う
考
え
に
共
鳴
し
、
約
10
年
間
、
行

動
を
共
に
し
て
い
る
。

「
モ
ン
ド
ヴ
ィ
ー
ノ
・
ソ
シ
ア
ル

ク
ラ
ブ
」
は
フ
ロ
ア
席
（
テ
ー
ブ
ル

12
席
、
カ
ウ
ン
タ
ー
10
席
）、
個
室

（
６
｜
８
人
用
２
室
、
２
｜
４
人
用

２
室
）
で
構
成
。
常
時
６
０
０
種
の

ワ
イ
ン
を
貯
蔵
す
る
ワ
イ
ン
カ
ー

ヴ
を
完
備
し
て
い
る
。

営
業
は
ラ
ン
チ
（
午
前
11
時
30
分

｜
午
後
２
時
30
分
）、デ
ィ
ナ
ー（
午

後
５
時
30
分
｜
11
時
、
日
曜
・
祝
日

は
９
時
30
分
ま
で
）。
定
休
日
は
月

曜
日
。

▽
「
サ
ニ
ク
リ
ー
ン
広
島
・
環
境
美

化
基
金
」
助
成
先
（
備
後
、
岡
山
県
）

世
羅
町
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
（
世

羅
郡
）、
岡
山
市
瀬
崎
地
区
環
境
衛

生
協
議
会（
岡
山
市
）、今
津
学
区
明

る
い
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
（
福
山

市
）、
玉
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会（
玉
野
市
）、芝
生
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

た
だ
の
う
み
（
竹
原
市
）。
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改
選
後
の
６
月
市
議
会
・
本
会

議
か
ら
一
問
一
答
方
式
で
の
質
問

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
は
賛
否
が
分
か
れ
、
中
国
・

読
売
・
山
陽
の
３
紙
は
「
分
か
り
や

す
い
」
と
い
う
傍
聴
者
の
意
見
を
掲

載
し
た
反
面
、
朝
日
は
「
活
発
な
議

論
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
」、
毎
日
は

「
丁
々
発
止
み
ら
れ
ず
」
と
批
判
的

で
あ
っ
た
。
国
会
に
お
け
る
議
論
と

比
較
し
た
よ
う
だ
が
、
国
会
は
閣
僚

（
与
党
議
員
）
と
野
党
議
員
に
よ
る

議
論
で
あ
り
、
敵
・
味
方
の
関
係
に

あ
る
か
ら
白
熱
も
す
る
し
、
揚
げ
足

取
り
も
す
る
。
対
し
て
地
方
議
会
は

行
政
職
員
（
官
僚
）
と
議
員
に
よ
る

議
論
で
あ
り
、
そ
の
筋
の
専
門
家
と

対
等
に
議
論
す
る
に
は
冷
静
さ
が

必
要
で
あ
り
、
何
も
大
声
を
上
げ
、

机
を
叩
く
こ
と
が
丁
々
発
止
で
は

な
い
。
い
か
に
良
い
答
弁
を
引
き
出

し
、
良
い
方
向
に
市
政
を
向
か
わ
せ

る
か
が
議
員
の
仕
事
だ
が
、
朝
日
や

毎
日
の
記
者
に
は
理
解
で
き
な
か

っ
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
今
議
会
で
最
も
議

論
が
分
か
れ
た
の
は
「
震
災
が

れ
き
問
題
」で
あ
っ
た
。受
け
入

れ
る
べ
き
と
い
う
議
員
、
受
け

入
れ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
議

員
、
受
け
入
れ
は
現
実
的
で
な

い
と
い
う
議
員
と
３
派
に
別
れ

た
。私
は
最
後
の
意
見
だ
が
、そ

の
根
拠
を
一
般
質
問
の
質
疑
に
お

い
て
以
下
の
４
点
明
ら
か
に
し
た
。

①
広
域
処
理
を
必
要
と
す
る
が
れ

き
の
量
が
当
初
見
込
み
よ
り
４
割

も
減
っ
た
②
被
災
地
に
お
け
る
処

理
体
制
が
整
っ
て
き
た
③
焼
却
灰

を
埋
め
る
最
終
処
分
場
か
ら
の
浸

出
水
を
数
十
年
に
わ
た
り
監
視
す

る
必
要
が
あ
る
④
福
山
ま
で
の
運

搬
コ
ス
ト
は
ト
ン
当
た
り
７
～
８

万
円
か
か
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
て
市

長
も
受
け
入
れ
は「
未
定
」と
し
た
。

そ
し
て
６
月
議
会
最
終
日
に
議

会
と
し
て
国
に
対
し
「
意
見
書
」
を

提
出
し
た
。
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

は
違
う
が
、
共
通
し
た
思
い
と
し
て

「
国
が
が
れ
き
の
広
域
処
理
を
推
進

し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
安
全
性
に
対

し
て
説
明
責
任
を
果
た
し
、
問
題
が

発
生
し
た
際
に
は
事
後
責
任
を
取

る
と
確
約
す
る
べ
き
」
と
い
う
内
容

だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
を
が
れ
き
の

受
け
入
れ
を
推
進
す
る
意
見
書
と

理
解
し
た
議
員
も
お
り
、
全
会
一
致

で
賛
成
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
賛
否

の
分
か
れ
る
問
題
は
曖
昧
に
し
て

お
く
こ
と
も
政
治
手
法
か
も
し
れ

な
い
。

変
革
す
る
福
山
市
議
会

祐介の目祐介の目

大田ゆうすけ
（福山市議会議員）
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前菜「鮮魚のカルパッチョ」
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夏メニュー2品の提供開始




